
財団法人埼玉県財団法人埼玉県財団法人埼玉県財団法人埼玉県サッカーサッカーサッカーサッカー協会協会協会協会のこれからのこれからのこれからのこれから（（（（２００７２００７２００７２００７年度年度年度年度～）～）～）～）

埼玉県埼玉県埼玉県埼玉県サッカーサッカーサッカーサッカー協会協会協会協会 (ＳＦＡＳＦＡＳＦＡＳＦＡ)はははは、、、、ＳＦＡＳＦＡＳＦＡＳＦＡミッションミッションミッションミッションをををを掲掲掲掲げげげげ、、、、様様様様々々々々なななな活動活動活動活動にににに取取取取りりりり組組組組んでいますんでいますんでいますんでいます

Wonderful SAITAMA

SFA Misson ☞☞☞ Click

◆◆◆◆ ＳＦＡＳＦＡＳＦＡＳＦＡミッションミッションミッションミッションのののの実現実現実現実現にににに向向向向けてけてけてけて、、、、２００８２００８２００８２００８年度年度年度年度からからからから２２２２つのつのつのつの課題課題課題課題にににに取取取取りりりり組組組組みますみますみますみます

①組織の拡充 各市町村の協会との連携を図る
ａ．情報の共有化
ｂ．協力体制の強化

②委員会制度の充実 １種・２種・３種・４種・女子・シニア・フットサル

各カテゴリーにおける普及・育成・強化活動の支援

◆◆◆◆ ＳＦＡＳＦＡＳＦＡＳＦＡミションミションミションミションにににに基基基基づいてづいてづいてづいて、、、、２００８２００８２００８２００８年度年度年度年度からからからから普及普及普及普及・・・・育成育成育成育成・・・・強化強化強化強化のののの基本指針基本指針基本指針基本指針とととと目標目標目標目標

＜基本指針＞ ・スポーツ精神の啓発と自立できる人 （自分自身に責任を持ち、社会の一員として

各方面で積極的かつ主体的に生き、力を発揮できる人） を育てる

・４種年代で子どもの感性を育み、自立心と判断力を養う指導を行ない、専門的な

技量を身につける３種へとつなげる

＜ 目 標 ＞ ・２種年代で全国でトップを目指します

・大学、社会人、Ｊクラブに地元出身者を輩出します

・日本代表チームで活躍する選手を育成します

２２２２種種種種 （（（（登録登録登録登録１８５１８５１８５１８５チームチームチームチーム)

（（（（高校高校高校高校１８１１８１１８１１８１、、、、クラブクラブクラブクラブ４４４４））））

大学大学大学大学 ・・・・ 社会人社会人社会人社会人 ・・・・ ＪＪＪＪクラブクラブクラブクラブ

３３３３種種種種 （（（（登録登録登録登録４３１４３１４３１４３１チームチームチームチーム））））

（（（（中学中学中学中学３６７３６７３６７３６７、、、、クラブクラブクラブクラブ６２６２６２６２、、、、そのそのそのその他他他他２２２２））））

４４４４種種種種 （（（（登録登録登録登録５１８５１８５１８５１８チームチームチームチーム））））

・よい素質を更に伸ばす

・再チャレンジの機会を提供する

・感性を育てる

・自立心と判断力を養う

育成

再チャレンジ

普及・育成



－－－－ 基本的基本的基本的基本的なななな考考考考ええええ方方方方 －－－－

➢➢➢➢ ４４４４種種種種のののの育成指導育成指導育成指導育成指導がががが最最最最もももも重要重要重要重要

・年間を通じて、子どもの公式の遊び場の提供

・昨年度から始まったリーグ戦を継続、発展を目指す

・参加チームを増やすよう努力する

・個性を重要視した指導体制をつくる

指導者養成コース、指導者リフレッシュコースの整備

➢➢➢➢ ４４４４種種種種からからからから３３３３種種種種へとつなげるへとつなげるへとつなげるへとつなげる指導体制指導体制指導体制指導体制のののの整備整備整備整備がががが急務急務急務急務

・３種リーグ戦を開催に向けて、先ず、指導者の問題解決を図る

指導者不足の解消→外部指導者派遣制度の導入

指導のレベルアップ→ 指導者ライセンス制度の導入

①中学校の教員を対象としたライセンス制度の整備

年間目標６０名 （２００８年度から５ヵ年計画）

②外部指導者派遣制度の導入

外部指導者候補 現在４名

③３種リーグ設立に向けてのアプローチ

・４種の受け皿を拡充

・指導者育成プログラム整備

３
種

①２００７年度に引き続き、４種リーグ （子どもの公式の遊

び場）の開催

②指導者養成コースの整備

③指導者リフレッシュコースの整備

・リーグ戦の発展

・指導者プログラムの充実

４
種

①若手指導者（３０歳以下）の育成

年間目標１０名 （２００８年度から５ヵ年計画）

②２種リーグ戦導入に向けてのアプローチ

・専門的な指導レベルアップ２
種

具体的な施策目 標
対
象

＜カテゴリー別の目標と具体的な施策＞





「（財）埼玉県サッカー協会は、
活気と秩序と潤いのある
社会づくり･自立できる人間づくりに貢献し、
地域コミュニティーの再生を目指しています」

活気 誰でもスポーツを始めたら、上達したいと思うものです。そしてそれはスポーツに限ったことではありません。

「やるき」「向上心」は、活動の源になる精気です。

秩序 ルールやマナーを大切にする気持ちや振る舞い。フェアプレー精神は社会秩序の維持に欠かせません。

潤い 優しさ、礼儀、心のゆとり･･･、思いやりや感謝の気持ち、スポーツマンシップは日常生活や社会全体に潤いをもたらします。

ＳＦＡビジョン

Wonderful SAITAMA
サッカーで幸せな埼玉県へ

サッカーで幸せな埼玉県
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ＭＩＳＳＩＯＮ １

リーグ戦 ・ホーム＆アウエー ・入替戦の形式を採用

（Match-Training-Match）
試合で見えてきた課題を意識しながら練習に取り組み、次の試合
に臨むトレーニング方法。
トレーニングに対するモチベーション、集中力、理解力が高まり、
チームや個人のレベルアップにつながる。

①日常的な
サッカー活動の

動機付け

②レベルに合った
試合経験の確保

③選手個々・
チーム全体の
レベルアップ

④指導力向上
に効果的

⑤仲間や地域
との交流

・負けたら終わりになるトーナ
メ ントではなく、負けても次が
ある リーグ戦でトライ＆トライ

・同レベルのチーム同士で編
成 されたリーグ戦で切磋琢磨

・選手個人のスキルアップと
チーム力のアップ

・シーズンあるいは３年間を通
した生活面と健康面のマネー
ジメントと人間的成長

・長期的な計画で指導出来る

・多くの試合をこなすことで経験
をつむことが出来る

・采配が試合の行方を左右する
場面がある

・同レベルの仲間との競い合い、
プレーする楽しさの共有

・日常的なサッカー活動やリー
グ戦運営を支える人々や地域 と
の交流

M-T-Mの考え方を啓発していくことで、課題を認識させ反復練習の集中力を高め、理解度や成長を促進させる。
サッカーに限らず、スポーツに限らず、ＴＲＹ＆ＴＲＹで粘り強く生きよう！！

TRY&TRY やり直しのできる人生

Wonderful SAITAMA
サッカーで幸せな埼玉県へ

Ｍｉｓｓｉｏｎ２ Ｍ-Ｔ-Ｍメソッドの啓発
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・定期的なリーグ戦を軸にした
無理のないトレーニング計画

・M-T-Mメソッドに基づいた短

時間でも密度の濃い練習

・中学･高校各３年間を通して
プレーできる環境づくり



ＭＩＳＳＩＯＮ 3
Ｍｉｓｓｉｏｎ３ ボランティアの協力要請

多くの人たちに、地域スポーツの運営に携わっていってほしい。
地域コミュニティーの再生・活性化にボランティアは欠かせない存在です。

地域内コミュニケーションの活性

スポーツを身近に感じることができ 自分の地域を誇りに感じる

他地域との違い（ｵﾘｼﾞﾅﾘﾃｨ）や、向上心が芽生える

相乗効果

Ｍｉｓｓｉｏｎ４ 医学・科学サポート体制の構築

Wonderful SAITAMA
サッカーで幸せな埼玉県へ

■学校を中心に、ＳＦＡとスポーツドクターの協力体制の構築。

■医学、科学の指導を試合当日に行う。
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ＭＩＳＳＩＯＮ 3
Ｍｉｓｓｉｏｎ５ 指導者養成事業の拡大

Ｍｉｓｓｉｏｎ６ レフェリー育成事業の拡大

Wonderful SAITAMA
サッカーで幸せな埼玉県へ

■Ｍ-Ｔ-Ｍを通じた、指導者全体の質の向上。

■各カテゴリーに、適正な指導者を養成。

■サッカー技量のみならず、人格教育（指導）ができる指導者を養成。

■ＭＴＭを通じ、実践した指導者を評価する体制づくり。

■全カテゴリー試合を行うことができるレフェリー数の確保。

■各カテゴリー、年代に合ったジャッジができるレフェリーの養成。

■レフェリーのためのトレーニングセンターの設置。
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ＭＩＳＳＩＯＮ 3
Ｍｉｓｓｉｏｎ７ サッカー施設の拡充

Ｍｉｓｓｉｏｎ８ 健全運営・財政基盤の確立

Wonderful SAITAMA
サッカーで幸せな埼玉県へ

新たに収益事業をスタートし、事業予算規模を拡大する。事務局内における収益事業担当部門を設置。
■事務局強化

事務局の設備、人材の充実。 日本サッカーをリードする活力溢れる公益団体として、健全運営をまっとうして
いく。

■広報力アップ
■ﾊﾟｰﾄﾅｰｽﾞﾐｰﾃｨﾝｸﾞ
「新事業企画会議」スタート

既存主催事業（大会）へのスポンサーシップ
ＳＦＡパートナー企業の概要制定と募集
ＳＦＡのロゴ開発

■学校開放への働きかけ。

■サッカー施設充実への継続的な活動（東松山グラウンド）。

■指定管理者制度取得・・・埼玉スタジアム、熊谷スポーツ文化公園等の運営管理。

■使い易い学校施設に向けての改善の働きかけ。

■たとえば「荒川河川敷・天然芝グラウンド100面構想運動」。
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